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:aZn (t -Bu) ZnEtの組成を有する結晶がプロピレンオキシドにたいして高立体特異性重合触媒とな





























一方、ポリプロピレンオキシドのミクロ構造を、その α 一重水素化合物の高分解能NMR により定
量的に測定する方法を新しく考案した。これにより重合反応中のミクロ構造の変化を重合速度と同時
に追跡することがはじめて可能になった。この方法により共触媒としての水がある濃度範囲において、
特に立体規則性ポリマーの生成に有効に働いていることを確認した。
以上、小国君の研究はプロピレンオキシドの立体特異性重合反応に関して明確な知見を提供したも
のであり、参考論文とあわせ考えて、理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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